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(1)   (1)質問紙調査用紙の結果から,回路を流れる電流の量の
(5分)   変化について学習問題を設定する。
(2)   (2)3つの電流概念モデルについて班内で役害1分担を行う。 [指針 l]
(5分)                             複数のモデルを組み合わせる。
(3)   (3)モデルごとに集まり,それぞれのモデルの説明書をも  [指針 2]
(15分〉   とに話し合い,モデルを用いて実験する。       ジグソー 学習法を導入する。
(4)   (4)もとの班に戻り,得た情報をもとに,自身の担当したモ  [指針 2]
(10分)  デルを解説する。                   ジグソー 学習法を導入する。
(5)   (5)理角7しやすいモデルを選択し,電流の流れの説明を記  [指針 3]
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に示したワークシー ト (以下,選択シー ト)に回路を流れる電流の量について記述させた。






人数は,水流モデル 16名,粒子モデル 10名,人型モデル8名であつた。ジグソー 学習内で自
分が担当したモデルではないものを選択した児童は20名であり,班による話し合いの中で,
より理解しやすいモデルを選択していた。また,選択人数に対する達成人数は,水流モデル
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や,説明書に記載 してあつたポイン トを確認 しながら,実験を行つたことで,電流の量につ
いて着日でき,達成することができたと推察できる。
(参もな撻碑 モ囃凛)
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6)Head,  」.0., & Sutton, C.R. : Language understanding and commitment ,In L. West





































。     変化しない
34
あてはまる答えに○をしてください




















① 日時 平成28年 10月28日(金)
② 教材名「 回路を流れる電気の量  J 対象学年 小学校第6学年
③ 本時のねらい
。電気の仕組みや40Jきに興味を持ち、十極から一極へと電気が流れるときに、その量は変化 tンないとい































































資料④ 2016年10月28日の授業で使用したワー クシー ト(選択シー ト)
選んだモテrLで説EEしてみょう′











































水流モデル(板食.1988:岩迫,1993)粒子傾斜モデル     人型モテル (吉川ら,2014)R馴¨_
R鼠量
鼠駁圏
16              10               8
15            9            8 ド賣
“
 ξ11










1   橿薙碑囃鮮嚢謁事胤響 出製TNIが,今後遅延テストによる調査を行い `その右 |
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